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理化学研究所では、熱い核融合反応に特化し

て開発された気体充填型反跳分離装置

（GARIS-II）を用いて、原子番号 119番元素の

探索実験が開始された。GARIS-II の焦点面検

出器の一つとして大面積 TOF 検出器（図１）

が用いられている。荷電粒子は、TOF検出器を

通過する際に二次電子放出窓から二次電子を

叩き出し、二次電子をMCPへと導くことで検

出される[1]。TOF 検出器の大型化に伴い、こ

れまでの研究から二次電子放出窓外縁部の検

出効率の低下が調べられていた[1]。 

我々は検出効率の改善を目的として、TOF検

出器の側面部に設置されているサイドパネル

に電圧の補正ができるように改造を行った。新

たに補正を行った電圧を補正電圧とする。これ

までに、α粒子を用いた特性試験[2]およびイ

オン光学系ソフト SIMION 3D [3]を用いた検出

器内の 2 次電子シミュレーション[4]を行うこ

とで、補正電圧により検出効率の改善ができる

ことを明らかにしてきた。 

本研究では、これらの基本性能評価に加えて、

50Ti (159Tb, xn) 209-xFr 反応を用いた加速器オン

ライン実験により補正電圧の効果を調べた。セ

ットアップを図１に示す。合成された Fr は大

型 TOF 検出器および両面シリコンストリップ

半導体検出器 (DSSD)で構成される GARIS-II

焦点面検出器に照射される。0 Vと-400 Vの補

正電圧を印加した時の検出効率を比較したと

ころ、-400 Vを印加することで検出効率の改善

を確認する事ができた。本講演では、これまで

の TOF検出器の開発状況および Frを合成して

行った加速器オンライン実験の詳細について

報告する。 
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図 1. GARIS-II 焦点面検出器を横から見たとき
の模式図。生成された Frは TOF検出器の二
次電子放出窓で二次電子を叩き出した後に

DSSDに入射する。	  	 	  
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